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ア
メ
リ
カ
で

は
「
日
本
へ
の

原
爆
投
下
は
終

戦
を
早
め
る
適

切
な
手
段
だ
っ
た
」
と
肯
定

す
る
意
見
が
知
識
人
を
含
め

半
数
以
上
い
る
ら
し
い
。

　

昔
、
新
聞
部
の
仕
事
と
し

て
広
島
を
取
材
し
、
関
係
者

と
も
会
っ
て
話
し
を
聞
い
た

私
は
、
単
に
被
爆
者
側
の
国

民
だ
と
言
う
立
場
だ
け
で
な

く
、全
く
違
う
意
見
で
あ
る
。

　

Ｂ
29
の
大
編
隊
に
よ
る
東

京
、
大
阪
な
ど
大
都
会
へ
の

空
爆
は
沖
縄
戦
な
ど
と
違
っ

て
米
軍
の
犠
牲
は
超
微
少
で

広
島
、
長
崎
に
匹
敵
す
る
殺

傷
人
数
と
破
壊
成
果
を
挙
げ

た
。
他
都
市
へ
の
通
常
兵
器

攻
撃
は
広
島
、
長
崎
よ
り
も

多
数
の
人
間
と
資
材
の
攻
撃

参
加
を
必
要
と
し
た
。
そ
れ

は
抵
抗
力
を
無
く
し
た
日
本

相
手
の
戦
争
末
期
の
ア
メ
リ

カ
軍
需
産
業
の
再
活
性
化
に

役
立
っ
た
は
ず
だ
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
原
爆
と

い
う
選
択
肢
は
次
の
戦
争
を

見
据
え
た
実
験
だ
っ
た
に
違

い
な
い
。
実
験
の
成
果
は
ア

メ
リ
カ
の
軍
事
的
世
界
制
覇

を
確
約
し
た
か
に
見
え
た
。

　

だ
が
、
そ
れ
は
人
類
滅
亡

の
副
作
用
を
強
く
示
唆
し
、

不
完
全
な
が
ら
核
兵
器
使
用

の
ブ
レ
ー
キ
に
な
っ
た
。

協会 長尾淳三前市長と協定、推薦
医療・福祉、人を大切にする市政に

　

協
会
の
東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
は
、
９
月
25
日
告

示
、
10
月
２
日
投
票
で
行
わ
れ
る
東
大
阪
市
長
選
挙
で
、

明
る
い
東
大
阪
を
つ
く
る
会
の
市
長
候
補
・
長
尾
淳
三
氏

と
、
市
民
の
命
と
健
康
が
大
切
に
さ
れ
る
21
世
紀
に
ふ
さ

わ
し
い
東
大
阪
市
を
実
現
す
る
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
政
策
協
定
に
調
印
、
同
氏
を
推
薦
し
た
。

　

協
定
は
、
①
国
保
料
を
値

下
げ
し
、
短
期
証
・
資
格
書

発
行
を
減
ら
す
②
子
ど
も
医

療
費
助
成
を
中
卒
ま
で
引
き

上
げ
る
③
市
の
財
政
力
を
弱

め
医
療
・
福
祉
施
策
後
退
に

つ
な
が
る
大
阪
都
構
想
に
反

対
す
る
―
―
な
ど
17
項
目
。

貴
島
正
彦
地
区
責
任
者
と
長

尾
淳
三
氏
が
８
月
18
日
、
東

大
阪
市
内
で
協
定
書
に
調
印

し
た
。

　

調
印
式
に
同
席
し
た
中
西

幹
夫
理
事
と
杉
本
叡
理
事
か

ら
長
尾
氏
に
、
協
定
内
容
を

実
現
す
る
財
政
は
あ
る
の
か

な
ど
質
問
が
相
次
ぎ
、
１
時

間
半
に
わ
た
り
懇
談
し
た
。

　

長
尾
氏
は
２
期
５
年
の
市

長
経
験
を
ふ
ま
え
、
国
保
料

引
き
下
げ
の
た
め
の
一
般
会

計
繰
り
入
れ
な
ど
、
市
長
が

断
固
た
る
姿
勢
を
示
せ
ば
、

基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
で
役

人
は
予
算
を
捻
出
す
る
も

の
、
市
長
の
政
治
姿
勢
が
大

事
だ
と
答
え
た
。

　

同
地
区
で
は
、
６
月
24
日

と
７
月
15
日
に
開
い
た
地
区

役
員
会
で
、
歯
科
保
健
、
医

療
・
福
祉
を
充
実
さ
せ
る
立

場
か
ら
東
大
阪
市
長
選
挙
へ

の
対
応
を
協
議
、
７
月
下
旬

の
時
点
で
立
候
補
を
予
定
し

て
い
る
３
候
補
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
送
付
し
、
７
月
末
日
ま

で
の
回
答
を
求
め
て
い
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
長
尾
前

市
長
か
ら
回
答
が
あ
り
、
８

月
５
日
の
役
員
会
で
、
協
会

の
政
策
と
一
致
点
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
政
策
協
定
を
結
ん

で
推
薦
す
る
こ
と
に
し
て
い

た
。

◆

【
政
策
協
定
の
概
要
】

・
国
民
健
康
保
険
料
の
値
下

げ
や
短
期
被
保
険
証
・
資
格

証
明
書
の
発
行
数
の
削
減
に

努
力
し
、
減
免
制
度
を
拡
充

し
ま
す

・
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

の
通
院
の
対
象
年
齢
を
中
学

　

11
日
、
保
団
連
の
国
会
行

動
に
大
阪
歯
科
協
会
か
ら
下

井
戸
昭
介
副
理
事
長
ら
７
人

が
参
加
、
衆
参
議
員
会
館
に

地
元
選
出
の
衆
参
国
会
議
員

を
訪
問
し
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
民
間
医
療
機
関

の
復
旧
支
援
に
公
的
助
成
を

実
現
す
る
こ
と
、
復
興
財
源

や
社
会
保
障
改
革
の
財
源
と

し
て
消
費
税
増
税
を
し
な
い

こ
と
、
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
を
実
現
す
る
こ
と
な
ど
を

要
請
し
た
。

　

衆
議
院
議
員
22
人
、
参
議

院
議
員
７
人
に
要
請
、
宮
本

岳
志
衆
議
院
議
員
（
共
産
）

と
は
議
員
本
人
と
要
請
団
７

用
者
負
担
大
幅
軽
減
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を

求
め
ま
す
」
20
筆
（
累
計
１

万
５
０
０
筆
）、「
消
費
税
増

税
の
中
止
と
医
療
を
は
じ
め

と
す
る
生
活
必
需
品
に
対
す

る
『
ゼ
ロ
税
率
』
の
適
用
を

求
め
ま
す
」
６
１
０
筆
（
累

計
３
８
０
０
筆
）、「
患
者
・

利
用
者
負
担
を
大
幅
に
軽
減

し
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
受

け
ら
れ
る
医
療
・
介
護
の
実

現
を
求
め
ま
す
」
１
５
９
筆

（
累
計
１
万
５
３
０
０
筆
）

の
国
会
提
出
を
山
下
芳
生
参

議
院
議
員
に
託
し
、
快
諾
さ

れ
た
。

　

国
会
行
動
に
は
12
協
会
、

保
団
連
か
ら
72
人
が
参
加
、

大
阪
歯
科
か
ら
は
、
下
井
戸

副
理
事
長
、
伊
津
進
弘
理
事

・
相
談
役
、
森
啓
、
中
西
幹

夫
、
中
村
新
太
郎
各
理
事
、

古
田
光
行
監
事
、
志
岐
敬
事

務
局
長
が
参
加
し
た
。

　

11
日
に
要
請
し
た
議
員
は

次
の
通
り
。（
敬
称
略
、
順

不
同
）

衆
議
院　

民
主
・
大
谷
信

盛
、
大
谷
啓
、
長
安
豊
、
萩

原
仁
、
辻
惠
、
樽
床
伸
二
、

森
山
浩
行
、
熊
田
篤
嗣
、
中

野
寛
成
、
辻
元
清
美
、
稲
見

哲
男
、
村
上
史
好
、
長
尾

敬
、
渡
辺
義
彦
、
藤
村
修
、

樋
口
俊
一

自
民
・
竹
本
直
一
、
西
野
あ

き
ら

公
明
・
池
坊
保
子

共
産
・
宮
本
岳
志
、
吉
井
英

勝社
民
・
服
部
良
一

無
所
属
・
中
島
正
純

参
議
院　

民
主
・
尾
立
源
幸

自
民
・
北
側
イ
ッ
セ
イ

公
明
・
白
浜
一
良
、
石
川
博

崇
、
山
本
香
苗

共
産
・
山
下
芳
生

人
が
面
談

し
、
国
民
の

権
利
を
ま
も

る
社
会
保
障

の
あ
り
方
、

東
大
阪
市
長

選
挙
な
ど
で

意
見
交
換
し

た
。

　

持
参
し
た

患
者
署
名
、

「
患
者
・
利

・
市
の
「
新
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」
は
、
市
民
要
求
実
現
の

立
場
か
ら
見
直
し
ま
す

卒
業
ま
で
引
き
上
げ
ま
す

・
す
べ
て
の
市
民
が
安
心
し

て
歯
科
健
診
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
歯
科
健
診
制
度
を
拡
充

し
ま
す

・
市
民
の
暮
ら
し
・
医
療
・

福
祉
・
教
育
の
充
実
を
最
優

先
し
、
不
要
・
不
急
の
公
共

事
業
に
つ
い
て
は
計
画
の
見

直
し
や
施
策
を
凍
結
し
ま
す

・
防
災
計
画
を
抜
本
的
に
見

直
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
し
ま
す

完
し
、
③
そ
の
上
で
、
自
助

や
共
助
で
は
対
応
で
き
な
い

困
窮
な
ど
の
状
況
に
対
し
、

所
得
や
生
活
水
準
・
家
庭
状

況
な
ど
の
受
給
要
件
を
定
め

　

こ
の
「
改
革
案
」
の
「
解

説
」
と
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ

「
社
会
保
障
の
定
義
」
と
し

て
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

　

①
自
ら
働
い
て
自
ら
の
生

革
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
、
給
付
の
重
点

化
、
選
択
と
集
中
、
優
先
順

位
の
明
確
化
が
求
め
ら
れ

る
」
と
提
起
し
た
。「
給
付

自
律
を
根
底
に
据
え
、
公
的

な
支
援
は
か
つ
て
の
救
貧
対

策
の
よ
う
な
、
ご
く
ご
く
限

ら
れ
た
者
に
限
定
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

条
を
亡
き
者

に
す
る
よ
う

な
議
論
が
展

開
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ

は
、
自
助
・

　

社
会
保
障
の
削
減
・
切
り

捨
て
を
合
理
化
す
る
た
め

に
、
社
会
保
障
の
理
念
・
定

義
に
つ
い
て
も
、
憲
法
第
25

た
上
で
必
要
な
生
活
保
障
を

行
う
公
的
扶
助
や
社
会
福
祉

な
ど
を
「
公
助
」
と
し
て
位

置
付
け
る
―
―
と
い
う
も
の

だ
。

　

以
上
の
「
定
義
」
な
る
も

の
は
、
２
０
０
６
年
５
月
26

日
に
諮
問
機
関
で
も
な
い

「
社
会
保
障
の
あ
り
方
に
関

す
る
懇
談
会
」
が
と
り
ま
と

め
た
「
今
後
の
社
会
保
障
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」
が
定
義

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

後
、
小
泉
「
構
造
改
革
」
の

一
環
と
し
て
、「
骨
太
方
針

２
０
０
６
」
に
反
映
さ
れ
、

社
会
保
障
費
を
総
額
１
兆
２

０
０
０
億
円
削
減
す
る
こ
と

の
根
拠
と
な
っ
た
。
国
の
責

任
を
「
救
貧
対
策
」
の
み
に

限
定
す
る
、
こ
の
よ
う
な
定

義
付
け
は
断
固
と
し
て
許
す

こ
と
が
で
き
な
い
。

　

中
央
社
会
保
障
推
進
協
議

会
で
は
、「
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
案
」
は
、
財
源

や
理
念
、
制
度
の
す
べ
て
の

面
で
社
会
保
障
を
根
底
か
ら

破
壊
す
る
も
の
と
し
て
断
固

抗
議
す
る
と
と
も
に
、
白
紙

撤
回
を
求
め
て
い
る
。

 

（
お
わ
り
）

活
を
支
え
、
自
ら
の
健
康
は

自
ら
維
持
す
る
と
い
う
「
自

助
」
を
基
本
と
し
て
、
②
こ

れ
を
生
活
の
リ
ス
ク
を
相
互

に
分
散
す
る
「
共
助
」
が
補

の
重
点
化
」「
選
択
と
集

中
」
と
は
、
自
公
政
権
時
代

か
ら
負
担
増
と
給
付
削
減
を

合
理
化
す
る
た
め
に
使
わ
れ

て
き
た
言
葉
だ
。

　

５
月
12
日
の
改
革
検
討
会

議
に
厚
労
省
が
提
示
し
た

「
社
会
保
障
改
革
案
」
が
露

骨
だ
。
厚
労
省
案
で
は
、
東

日
本
大
震
災
を
理
由
に
「
改

国会行動

消
費
税
増
の
中
止
な
ど
求
め

国
の
責
任
を
救
貧
に
限
定

社
会
保
障
を
根
底
か
ら
破
壊
す
る
も
の

大
阪
選
出
議
員
に
要
請

税
と
社
会
保
障
の
一
体

革

税
と
社
会
保
障
の
一
体

革
壊

中
央
社
会
保
障
推
進
協
議
会
事
務
局
長
・
相
野
谷
安
孝 

 

◆
④
◆

東
大
阪
市
長
選（
10
月
２
日
投
開
票
）

政策協定を結ぶ長尾淳三氏（右）と貴島正彦氏
＝18日、東大阪市内　　　　　　　　　　　　

宮本岳志衆院議員と懇談した協会の
要請団＝11日、議員会館内　　　　

長
尾
淳
三
氏
の
略
歴

　

１
９
５
２
年
、
東
大
阪
市
生
ま
れ
。
静
岡
大
学
卒
業
。
79

年
か
ら
18
年
間
、
東
大
阪
市
議
を
務
め
、
98
年
に
東
大
阪
市

長
当
選
。
03
年
か
ら
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
に
２
年
間
在
籍

し
、
都
市
政
策
修
士
を
取
得
。
06
年
、
東
大
阪
市
長
に
再

選
。
07
年
失
職
。
現
在
、
民
主
市
政
研
究
会
代
表
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）


